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有償等オンライン資料制度収集に向けた
課題について

1

令 和 元 年 1 2 月 2 0 日
令 和 元 年 度 第 1 回
オ ン ラ イ ン 資 料 の
補償に関する小委員会

資料2

1. これまでの検討経緯

① 納本制度審議会による先⾏答申

• 答申「ネットワーク系電⼦出版物の収集に関する制度の在り⽅について」
（平成16年12⽉9⽇）において、ネットワーク系電⼦出版物の収集には、
有体物を対象とする既存の納本制度とは別の制度が必要とされた。

• 答申「オンライン資料の収集に関する制度の在り⽅について」（平成22
年6⽉7⽇）において、⺠間発⾏の電⼦書籍・電⼦雑誌等を、個別の契約
によらずに収集する制度が必要とされた。あわせて、制度的収集を⾏うに
当たっての補償に関する課題が⽰された。

2
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1. これまでの検討経緯

② 継続審議中の事項

• 国⽴国会図書館⻑からの諮問「平成22年6⽉7⽇付け納本制度審議会答申
『オンライン資料の収集に関する制度の在り⽅について』におけるオンラ
イン資料の制度的収集を⾏うに当たって補償すべき費⽤の内容について」
（平成23年9⽉20⽇）を受け、納本制度審議会での審議が続いている。

• 中間答申「オンライン資料の制度的収集を⾏うに当たって補償すべき費⽤
の内容について」（平成24年3⽉6⽇）において、無償かつDRMなしのオ
ンライン資料については、記録媒体に格納して郵送する場合の媒体費⽤と
郵送料を補償するのが妥当とされた。また、有償またはDRMありのオン
ライン資料については、さらに審議を⾏う必要があるとされた。

3

1. これまでの検討経緯

③ 現状

• 国⽴国会図書館法の⼀部改正（平成24年法律第32号、平成25年7⽉1⽇施
⾏）により、私⼈が出版（公開）するオンライン資料を国⽴国会図書館が
収集し、保存することが可能となった。ただし、有償またはDRMありの
オンライン資料については、当分の間、当館への提供を免除するものとさ
れている。

• オンライン資料収集制度（eデポ）を開始（平成25年7⽉1⽇〜）、無償か
つDRMなしのオンライン資料を収集している。なお、有償またはDRMあ
りのオンライン資料については、電⼦書籍・電⼦雑誌収集実証実験事業を
⾏い収集制度の在り⽅を検討する⼀⽅、発⾏者からの任意提供に基づく収
集を⾏っている。

4
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2. 課題

① 中間答申の概要と残課題

中間答申では、以下のとおり、資料の類型ごとに整理された。

 A群（無償・DRMなし）

• 館へ提供するためのデータ複製費⽤は軽微であり、利⽤による経済的
損失も発⽣しない（そもそも無償のものである）ため、出版物本体に
対する補償は不要。

• 提供に係る⼿続費⽤のうち、必要最⼩限の項⽬に限ったメタデータの
付与や館への送信作業に要する費⽤は軽微であるため無償とし、館が
指定する記録媒体（DVD等）に格納し郵送する場合は、記録媒体と郵
送に要する最⼩限度の実費を補償するのが妥当。

⇒オンライン資料収集制度（eデポ）により収集を⾏っている。

5

2. 課題

 B群（有償・DRMなし）
 C群（有償・DRMあり）
 D群（無償・DRMあり）

• A群同様に複製費⽤は軽微であり、無償のD群に限らず有償のB・C群
についても館内閲覧とプリントアウトの提供という利⽤形態であれば
利⽤による経済的損失は軽微であるため、出版物本体に対する補償は
不要。ただし、B・C群について政策的補償やその他のインセンティブ
の付与を⾏う余地がある。

• 提供に係る⼿続費⽤について、B群はA群と同様だが、C群は⼤量提供
に伴う作業負荷、C・D群はDRM解除に伴う作業負荷についても検討
を要する。

⇒ 電⼦書籍・電⼦雑誌収集実証実験事業を⾏い、引き続き検討中。

6
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2. 課題

② その他の課題

 現⾏制度上、収集対象から除外される場合に該当する条件の明確化
⇒リポジトリ（⻑期間にわたり継続して公衆に利⽤可能とすることを⽬
的とし、特段の事情なく消去されないと認められる場合）等

 収集⽅法や⻑期保存に関する技術的な問題

 ビジネスを阻害しない利⽤の在り⽅

7

3. 想定スケジュール（仮）

8

令和元年度

• 電⼦書籍・電⼦書籍収集実証実験事業終了（令和2年1⽉末）
• 実証実験の総括と課題検討（〜令和2年3⽉末）

令和2年度

• オンライン⼩委員会による報告（仮）
• 納本制度審議会答申（仮）

令和3年度
以降

• 関係法規の整備（仮）
• 周知や収集除外⼿続のための期間（仮）

令和4年度
以降

• 制度収集開始（仮）

※最速の場合を想定したスケジュール
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電子書籍の制作・流通と長期保存に関するヒアリング

1. 目的

有償等オンライン資料の制度収集の在り方を検討するに当たっては、電子書籍の制作・流

通と長期保存に関する情報収集を行う必要がある。

電子取次事業者は、各版元から様々な電子書籍ファイルを受け取り、適宜のフォーマット

に整えたうえで、各電子書店に配信する役割を担っている。また、各版元から受け取った電

子書籍ファイルを、改訂や再版等に備えて、相当期間に渡り保管している。電子書籍の制作・

流通の状況に精通し、長期保存に関する知見を有する電子取次事業者からヒアリングを行

い、今後の検討に資することとする。

2. ヒアリング項目

(1) 電子書籍の一般的な制作・流通フロー

 版元、電子取次、電子書店の各者が、制作・流通過程で、それぞれどのような作業

を行い、どのように連携しているか。

(2) 電子取次の機能

 版元から電子取次へ、どのような状態のファイルが送付されるか。（フォーマット、

メタデータ等）

 電子取次から電子書店へ、どのような状態のファイルが配信されるか。（フォーマ

ット、DRM の状況、期限付き等の特殊な閲覧制御の状況、メタデータ等）

 電子書籍の流通総量と電子取次の取扱量（割合）

(3) 電子書籍データの保管状況

 版元、電子取次、電子書店の手元には、どのようなファイルが保管されるか。（フ

ォーマット、DRM の状況、メタデータ等）

 版元からの修正や絶版の依頼に、どのように対応しているか。（頻度、フロー、版

管理等）

 電子取次における長期的な保存のための取組み。

(4) 電子書籍の特殊な制作・流通フロー

 セルフパブリッシングの状況と今後の展望

 その他、電子取次が扱わない電子書籍の状況

3. 報告者

 溝口 敦 株式会社メディアドゥホールディングス執行役員

 野村虎之進 株式会社モバイルブック・ジェーピー顧問

令和元年 1 2 月 2 0 日 
令 和 元 年 度 第 1 回 
オ ン ラ イ ン 資 料 の
補償に関する小委員会

資料 3 
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（
参
考
資
料
）
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
収
集
に
係
る
法
規
対
照
表

国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
五
号
）（
抄
）

国
立
国
会
図
書
館
法
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
記
録
に
関
す
る
規
程

（
平
成
二
十
五
年
国
立
国
会
図
書
館
規
程
第
一
号
）

国
立
国
会
図
書
館
法
第
二
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
金
額
等
に
関
す
る
件

（
平
成
二
十
五
年
国
立
国
会
図
書
館
告
示
第
一
号
）

第
二
十
五
条
の
四

第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
四
条
の
二
に
規

定
す
る
者
以
外
の
者
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
（
電
子
的
方
法
、

磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
文
字
、
映
像
、
音
又

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
つ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
送

信
手
段
に
よ
り
公
衆
に
利
用
可
能
と
さ
れ
、
又
は
送
信
さ
れ

る
も
の
の
う
ち
、
図
書
又
は
逐
次
刊
行
物
（
機
密
扱
い
の
も
の

及
び
書
式
、
ひ
な
形
そ
の
他
簡
易
な
も
の
を
除
く
。
）
に
相
当

す
る
も
の
と
し
て

館
長
が
定
め
る
も
の

を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
公
衆
に
利
用
可
能
と
し
、
又
は
送
信
し
た
と
き
は
、

前
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
、
文
化
財
の
蓄
積

及
び
そ
の
利
用
に
資
す
る
た
め
、
館
長
の
定
め
る
と
こ
ろ

に

よ
り
、
当
該
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
国
立
国
会
図
書
館
に
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
）

第
一
条

国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
館
長
が
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
機
密
扱
い

の
も
の
及
び
書
式
、
ひ
な
形
そ
の
他
簡
易
な
も
の
並
び
に
次
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

公
衆
に
利
用
可
能
と
し
、
又
は
送
信
す
る
際
に
、
図
書
若
し
く
は
逐
次
刊
行
物
の
流
通

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
コ
ー
ド
（
特
定
の
図
書
又
は
逐
次
刊
行
物
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
当
該
コ
ー
ド
に
類
す
る
も
の

で
あ
っ
て

館
長
が
定
め
る
も
の

が
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の

（
規
程
第
一
条
第
一
号
の
コ
ー
ド
）

２

規
程
第
一
条
第
一
号
の
コ
ー
ド
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
（
以

下
「
日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
〇
三
〇
五
で
定
め
る
国
際
標
準
図
書
番
号

二

日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
三
〇
六
で
定
め
る
国
際
標
準
逐
次
刊
行
物
番
号

三

国
際
標
準
化
機
構
の
規
格
第
二
六
三
二
四
号
で
定
め
る
デ
ジ
タ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
ア
ー

二

文
字
、
図
形
等
を
結
合
し
、
閲
覧
、
複
製
及
び
頒
布
に
適
し
た
形
で
記
録
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
す
る
記
録
方
式
と
し
て

館
長
が
定
め
る
も
の

に
よ
り
記
録
さ
れ
て
い
る
も

の
（
目
次
、
索
引
そ
の
他
の
こ
れ
に
附
帯
す
る
も
の
を
含
む
。）

（
規
程
第
一
条
第
二
号
の
記
録
方
式
）

３

規
程
第
一
条
第
二
号
の
記
録
方
式
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

Ｐ
Ｄ
Ｆ
方
式

二

Ｅ
Ｐ
Ｕ
Ｂ
方
式

三

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
方
式

（
提
供
の
方
法
）

第
二
条

法
第
二
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
四
条
の

二
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
が
同
項
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
（
以
下
単
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
」

と
い
う
。
）
を
国
立
国
会
図
書
館
に
提
供
す
る
方
法
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
と
す
る
。

一

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
及
び
当
該
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
題
名
、
作
成
者
そ
の
他
の
オ
ン
ラ
イ

ン
資
料
を
識
別
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
と
し
て

館
長
が
定
め
る
も
の
（
以
下
「
メ
タ

デ
ー
タ
」
と
い
う
。
）
を
、
国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
送
信
用
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
送
信
す
る
方
法

（
規
程
第
二
条
第
一
号
の
情
報
）

４

規
程
第
二
条
第
一
号
の
情
報
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

題
名

二

作
成
者

三

出
版
者
（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
公
衆
に
利
用
可
能
と
し
、
又
は
送
信
し
た
者
を
い
う
。）

四

出
版
日
（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
公
衆
に
利
用
可
能
と
し
、
又
は
送
信
し
た
日
を
い
う
。）

五

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
に
複
数
の
版
が
存
在
す
る
場
合
は
、
版
に
関
す
る
情
報

六

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
が
規
程
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
同
号
に
規

定
す
る
コ
ー
ド
の
情
報

七

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
が
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
り
公

衆
に
利
用
可
能
と
さ
れ
た
場
合
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
リ
ソ
ー
ス
ロ
ケ
ー
タ
ー

二

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
及
び
当
該
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
、
館
長
が
定
め
る

記
録
媒
体

に
、
館
長
が
定
め
る
記
録
方
式

に
よ
り
記
録
し
、
郵
送
す
る
方
法

（
規
程
第
二
条
第
二
号
の
記
録
媒
体
）

５

規
程
第
二
条
第
二
号
の
記
録
媒
体
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
四
九
に
適
合
す
る
直
径
百

二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
デ
ィ
ス
ク
と
す
る
。

（
規
程
第
二
条
第
二
号
の
記
録
方
式
）

６

規
程
第
二
条
第
二
号
の
記
録
方
式
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、

日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇
六
、
Ｘ
〇
六
〇
七
又
は
Ｘ
〇
六
〇
九
で
定
め
る
方
式
と
し
、
記
録

媒
体
へ
の
記
録
を
完
了
し
た
時
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
四
九
で
定
め
る
フ
ァ
イ
ナ
ラ

イ
ズ
の
処
理
を
行
い
、
追
記
不
可
の
状
態
と
す
る
も
の
と
す
る
。

②

前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し

な
い
。

一

館
長
が
、
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
四
条
の
二
に
規
定

す
る
者
以
外
の
者
か
ら
、
当
該
者
が
公
衆
に
利
用
可
能
と

し
、
又
は
送
信
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
、
前
項
の
規
定

に
よ
る
提
供
を
経
ず
に
、
館
長
が
国
立
国
会
図
書
館
の
使

用
に
係
る
記
録
媒
体
に
記
録
す
る
こ
と
を
求
め
る
旨
の
申

出
を
受
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
承
認
し
た
場
合

二

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
内
容
が
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
前

に
収
集
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
内
容
に
比
し
増
減
又

は
変
更
が
な
い
場
合

三

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
性
質
及
び
公
衆
に
利
用
可
能
と
さ

れ
、
又
は
送
信
さ
れ
た
目
的
に
鑑
み
前
項
の
目
的
の
達
成

に
支
障
が
な
い
と

館
長
が
認
め
た
場
合

（
収
集
目
的
の
達
成
に
支
障
が
な
い
場
合
）

第
三
条

法
第
二
十
五
条
の
四
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
館
長
が
認
め
た
場
合
は
、
次
に
掲

げ
る
場
合
と
す
る
。

一

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
が
当
該
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
公
衆
に
利
用
可
能
と
し
、
又
は
送
信
し

た
者
の
事
務
に
係
る
申
込
み
、
承
諾
等
を
し
、
又
は
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
場
合

二

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
が
前
に
納
入
さ
れ
た
図
書
又
は
逐
次
刊
行
物
と
同
一
の
版
面
で
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
当
該
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
公
衆
に
利
用
可
能
と

し
、
又
は
送
信
し
た
者
の
申
出
を
受
け
、
館
長
が
確
認
し
た
場
合

三

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
が
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
公
衆
に
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
特
段
の
事
情
な
く
消
去
さ
れ
な
い
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
場
合

四

そ
の
他
館
長
が
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

③

館
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
供
又
は
前
項
第
一
号

の
承
認
に
係
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
国
立
国
会
図
書
館
の
使

用
に
係
る
記
録
媒
体
に
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
収
集
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

④

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
提
供
し
た
者

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
提
供
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て

は
、
館
長
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に

よ
る
提
供
に
関
し
通
常
要
す
べ
き
費
用
に
相
当
す
る
金
額
を

交
付
す
る
。
た
だ
し
、
提
供
者
か
ら
そ
の
交
付
を
要
し
な
い
旨

の
意
思
の
表
明
が
あ
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
法
第
二
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
金
額
の
決
定
手
続
）

第
四
条

法
第
二
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
金
額
は
、
館
長
が
、
納
本
制
度
審
議
会
に

諮
問
し
、
決
定
す
る
。

１

国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
五
号
）
第
二
十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定

す
る
金
額
は
、
国
立
国
会
図
書
館
法
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
記
録
に
関
す
る
規
程
（
平

成
二
十
五
年
国
立
国
会
図
書
館
規
程
第
一
号
。
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に

規
定
す
る
方
法
に
よ
る
提
供
に
つ
い
て
は
零
と
し
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る

提
供
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

記
録
媒
体
の
購
入
に
要
す
る
金
額

記
録
媒
体
一
点
に
つ
き
九
十
四
円

二

送
付
に
要
す
る
金
額

郵
送
に
要
す
る
最
低
の
料
金
に
相
当
す
る
金
額

附

則
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
抄

（
提
供
の
免
除
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
国
会
図
書
館
法

（
次
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
五
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
う
ち
有
償
で
公
衆
に

利
用
可
能
と
さ
れ
、
又
は
送
信
さ
れ
る
も
の
及
び
技
術
的
制

限
手
段
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に

よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
に
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
資
料
の
閲
覧
又
は
記
録
を
制
限
す
る
手
段
で
あ
っ
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
閲
覧
若
し
く
は
記
録
の
た
め
に
用
い
ら

れ
る
機
器
（
以
下
「
閲
覧
等
機
器
」
と
い
う
。）
が
特
定
の
反

応
を
す
る
信
号
を
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
と
と
も
に
記
録
媒
体
に

記
録
し
、
若
し
く
は
送
信
す
る
方
式
又
は
閲
覧
等
機
器
が
特

定
の
変
換
を
必
要
と
す
る
よ
う
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
変
換
し

て
記
録
媒
体
に
記
録
し
、
若
し
く
は
送
信
す
る
方
式
に
よ
る

も
の
を
い
う
。）
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分

の
間
、
館
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
同
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
提
供
を
免
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
提
供
の
免
除
）

第
五
条

オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
う
ち
有
償
で
公
衆
に
利
用
可
能
と
さ
れ
、
又
は
送
信
さ
れ
る
も

の
及
び
国
立
国
会
図
書
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
二

号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
技
術
的
制
限
手
段
が
付
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
提
供
を
免
ず
る
。

（
公
示
）

第
六
条

館
長
は
、
第
一
条
第
一
号
の
コ
ー
ド
及
び
当
該
コ
ー
ド
に
類
す
る
も
の
、
同
条
第
二

号
の
記
録
方
式
、
第
二
条
第
一
号
の
情
報
、
同
条
第
二
号
の
記
録
媒
体
及
び
記
録
方
式
並
び

に
第
四
条
第
一
項
の
金
額
を
定
め
た
と
き
は
、
官
報
に
よ
り
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
七
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
記
録
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
館
長
が
定
め
る
。
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